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ドラッカー―視座の定点と変遷（1）
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1．視座の所在
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ドラッカーの視座が生涯を通じて一定していたのか，あるいは絶えざる変遷
のなかにあったのか．この問いは従来さほどポピュラーなものではなかった．
ドラッカーへの研究視角にあって特に言えるのは，前半生との連続性の如何が
そのまま抜け落ちていた点である．それはマネジメント研究において顕著であ
る．彼が最初に体系的書物としてマネジメントを執筆したのは1954年『現代
の経営』とされるが，当時彼は44歳，すでに学者としての円熟過程としてよ
い年齢だった．かりに『現代の経営』をマネジメントの嚆矢としてそこから考
察をスタートするならば，ともすれば前半生があたかも存在しなかったものの
ように研究対象から取り残されるのは理の必然である．

本研究部会では，まず彼の全人生を考察の対象とすべく，年譜の作成からス
タートすることにした（別掲）．また同様の目的を達成するために，生涯を通
じて関心が持たれたいくつかの概念に焦点を当て，その変遷のありようを探る
こととした．

ドラッカーの記述は生涯にわたり，さほどの温度差は見られないばかりか，
鍵となるいくつかの概念についても大きな転換といったものは見られないよう
に一般には考えられている．だがその命題は真なのであろうか．その点は精緻
に分析していく必要がある．

例えば，ドラッカーの看板とも言えるマネジメントにあってはどうだろうか．
本来マネジメント自体が高度に動態的な概念であって，物理の公式とは存在の
様態が異なる．マネジメントは適応する組織によって機能や働きは異なるもの
であるし，時代状況あるいは国・地域によっても異なるのが普通である．その
点，マネジメントを高度に動態的ななかに統一を与える知的体系とする点で主

張を大きく変えることは考えられない．しかし著作ごとに適用対象と方法をダ
イナミックに変化させ，展開する．そのことは『現代の経営』の成り立ちが一
般論と個別ケースの複合によるものであり，一つの体系的書物として命題を論
証するスタイルをとるというよりは，むしろ具体例から発してそこに見られる
共通の原則を探り当てる流儀を持つことに顕著に見ることができる．本書の柱
がシアーズ・ローバックやIBMの経営に伴うストーリーである事実が彼の着手
姿勢を明快に表現している．

だが，そこにはマネジメントを「社会の信念の具現」とする上位概念が連綿
と流れている．そして組織はそれを実現するための「機関」（あるいは「器官」）
であるとする点は共通する．ドラッカーが幾たびも強調するごとく，マネジメ
ントは，実践であって，「いかにして」に関わる方法論である．だが，「いかに
して」が適切に機能するには先の上位概念が不動のものであることが是非とも
必要とされる条件となる．下位概念たる方法論は，それぞれの置かれた環境の
なかでそれぞれが解釈し，自律的に適用することが求められる．結果として，
ドラッカーの思惑から外れた適用，読み違えと言ったことがありうる．例えば，
上田惇生氏が指摘するように（2），「目標管理」（Management by Objectives and 
Self-Control）などが，日本社会では経営者が強権的に目標を与え管理するもの
として誤用されたことがそのケースである．
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そこでもう一つ取り上げる鍵となる概念として知識労働がある．知識労働
の概念は，1969年『断絶の時代』以降世に知られるようになったが，それ以前
1946年『企業とは何か』でも示唆されており，継続的に考察が加えられてきた．
彼が一定の予期をもってこの概念を提出したことが窺われる．

1960年代に入り，生産性向上のための鍵として知識労働者の存在が強調さ
れるようになり，70年代以降は知識を前提としたマネジメントが説かれるに
いたっている．しかし，彼は知識というものをマネジメントと同じく純然たる
人間的活動と捉えており，その成果の測定や定量化への関心は示されなかった．
ただ，知識の存在が，かつての土地・労働・資本といった生産要素に代わられ
うる意味と重みを持つに至ったことが強調され，その担い手としての知識労働
者の登場とそれに伴う新たな仕事の創造に期待が寄せられた（3）．

1990年代にはNPOや教会，病院などの経営手法を取り扱う『非営利組織の
経営』が刊行される．本書にあっても，知識労働者の活躍の余地が営利・非営


